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の 白 痴 学 校 ・ 精 神 薄 弱 者 施 設 の 展 開 を 検 討 し た 代 表 的 な 研 究 と し て ，
Davies(1959)や，Tyor and Bell(1984)， Trent(1994)， Noll(1995)が挙げら
れる。Davies(1959)は，知的障害者の社会的コントロールという視点で，注
目すべき事象をトピックス的に取り上げた。Tyor and Bell(1984)は白痴学校
成立期から 1970 年代までを，Trent(1994)は白痴学校成立期から 1980 年代ま
でを通史的に概観した。Noll(1995)は米国南部の精神薄弱者施設史を 1900
年から 1940 年までを対象に整理した。 
 これらの研究における議論は，精神薄弱者の処遇をめぐる「楽観主義」と
「悲観主義」の転換の時期にある。知的障害者の教育の成果に対する楽観主












第 2 節 本研究の課題と方法 
 
 本研究は，文献研究をその方法とし，以下に示す 1～４の課題を検討する。
各検討課題と主な対象州・施設・人物等の関係を Table 0-1 に示した。 
  








救 貧 問 題 に 関 す る 州 議 会 資 料 な ら び に 当 時 の 精 神 病 関 係 専 門 雑 誌 で あ る








 対 象 校 は ， 初 期 の 白 痴 学 校 の 代 表 と し て マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 白 痴 学 校 










いるため，この 2 校を中心とする。 
 対象資料は，各学校の年次報告を一次資料として用いるが，津曲(1981)，










神薄弱者施設(Rome State Custodial Asylum)についても補足的に検討する。 
対象資料は各施設年報ならびに全米精神薄弱者施設長協会 2（1906 年より
                                                  
2  正 式 名 称 は the Association of Medical Officers of American 
Institutions for Idiotic and Feeble-Minded Persons である。1906 年には
the American Association for the Study of the Feeble-Minded(AASF: 全
米精神薄弱者研究協会)に改称され，1933 年には，the American Association 
on Mental Deficiency（ AAMD），1987 年には the American Association on 
Mental Retardation（ AAMR）， 2007 年 に は the American Association on 








４．精神 薄弱者処 遇の中心 としての 精神薄弱 者施設の 展開の検 討 (対象時





 対象施設は，マサチューセッツ州立精神薄弱者施設 2 施設（ウォルサム施
設とレンサム施設）を中心とし，特殊学級教員向けの講習会の実施に関して
は， Sarason and Doris(1979)が，公立学校への影響を示唆しているニュー
ジ ャ ー ジ ー 州 ヴ ァ イ ン ラ ン ド 施 設 (New Jersey Training School for 
Feeble-Minded Girls and Boys)を検討対象とする。 
対象資料は，各施設の年次報告，出版物のほか，全米精神薄弱者施設長協





                                                  
3 正式名称は，the National Conference of Charities and Correction で
ある。 1917 年より the National Conference of Social Work に改称される。 
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Table  0-1 本研究における検討課題・章構成と主な対象州・施設・人物等 



















































【 早 期 に 白 痴 学 校 成 立
(1848)】 
 



















校 長 リ チ ャ ー ズ 
(Richards, J. B.:1853 - 
1855)，施設長パリッシュ
(Prish, J.:1855-1862)，カ
ー リ ン (Kerlin, I. N.: 








































































第 3 節 本研究で使用する用語・典拠の記載方法 
 
 本研究は，歴史的研究であり，歴史的用語を使用する。 













































































 例 え ば ， 1818 年 の ニ ュ ー ヨ ー ク 市 貧 困 防 止 協 会 (the Society for the 
Prevention of Pauperism in New York City)の調査報告は，「生まれつきの
愚鈍(inherent dullness)か改善の機会不足から生じる無知」という表現で，
白痴を貧困の主要な原因に挙げた（Schneider＆ Deutsch [1969] 212）。また，







                                                  
1  New York State,  Report and Other Papers on Subject of Laws for Relief 
and Settlement of Poor. Assembly Journal (1824). Appendix A. Documents 






の白痴者数は 1421 人（計算上は 1376 人）であり，内 21 歳以下の者は 657
人（47.7%），22 歳以上の者は 719 人（52.3%）であった(Table 1-1)。  
 
 
Table1-1 ニューヨークにおける白痴者数（1825 年） 
白痴 男性 女性 合計 割合(%) 
21 歳以下 336 321 657 47.7 
22 歳以上 397 322 719 52.3 
合計 733 643 1376 100.0 
出典：New York State, Recapitulation(1826). Journal of the Assembly of 








 ニューヨーク州では 1845 年に精神病者施設長ブリガム(Amariah Brigham 
1798-1849)が，白痴者施設の設置を主張した。ブリガムは白痴者の置かれて
                                                  
2  State of New York, Secretary's Office: Report of the Secretary of State, 
giving an Abstract of the Returns of the Superintendents of the Poor in 
the Several Counties (1831). Documents of the Senate and Assembly of the 







た（Brigham [1846] 58）。 
 白痴者の年齢別の分布を明らかにするニューヨーク州の資料がないため，
1848 年マサチューセッツ州，「白痴の実態を調査するハウ(Samuel Gridley 
Howe 1801-1876)委員会」の最終報告（Howe，1848）を補足的に検討すると，




が実に 470 名，全体の 82.5%を占める(Fig.1-1)。ハウは，報告された人数の
中には「生来性の白痴」ではない者がいるとして生来性の白痴者数を 420 人











Fig 1-1 マサチューセッツ州白痴者の年齢別割合（1848 年） 
出典： Howe S. G. (1848) Report made to Legislature of Massachusetts 





















































                                                  
3 New York State, Report and Other Papers on Subject of Laws for Relief 
and Settlement of Poor. Assembly Journal(1824). Appendix A. Documents 
Accompanying the Report of the Secretary of State, on the Subject of 

















  １）公立病院の成立・展開と精神異常者施設の成立 








こ の 寄付 と 同 時に ， 公 立病 院 設 立の 請 願 書が 州 知 事に 提 出 され た （ Earle 
[1845] 1）。翌 1771 年に認可が下り"the Society of the Hospital in the city 
16 
 
of New York, in America!" の名（以下ニューヨーク病院とする）で法人組
織されたが，独立戦争の戦禍等の為に，1791 年１月までは開院できなかった。 







た め に 割 り 当 て ら れ た 病 室 は ， 完 成 し た メ イ ン ビ ル デ ィ ン グ の 最 下 階


















ていった。1795 年から 1803 年までの 8 年間にニューヨーク病院全体で 4922
人の患者が受け入れられ，内 215 人が精神異常者であった(Earle [1845] 3)。












年には「1857 年まで，毎年 12,500 ドルをニューヨーク病院に下付する」（New 
York State Lunatic Asylum [1844] 2）法律が州議会を通過し，病院理事会
は，精神異常者の専用棟を建設することが可能になった。 
 この専用棟は 1808 年に完成し，ニューヨーク病院の他の建物から移された
19 名と，新たに受け入れられた 48 名の計 67 名の患者を受け入れた。 
 こ の 新 た に 造 ら れ た 精 神 異 常 者 専 用 棟 の 構 造 に 関 し て ， the Medical 
Repository(1807)は，「その施設は，特別に躁病患者の収容のために，その構
造に関して最良の情報が集められ，最も教訓的ないくつかの先例にしたがっ
て建てられた。この崇高な殿堂は，90 フィートの長さで，約 60 の隔離した
部屋を持っている。部屋は頑丈に造られ精神錯乱の程度に比例して厳しい監
禁がなされる。この施設によって，鞭を使うことなく適切な訓練を躁病患者
達の間に確立させることが可能であると信じられている。」（New York State 













5 後述の様に 1821 年に専門施設が設立されてからは，精神異常者専用棟は，
ニューヨーク病院の船員部門(marine department)として用いられるように
なった。港湾都市ニューヨークへの人口流入とそれに伴う病院の役割の拡大








5）。そして，1816 年には「毎年 10,000 ドルの補助金を 1857 年までニューヨ
ーク病院に下付する」という法律が州議会を通過し，新たな土地の購入と施
設建設が可能になった（New York State Lunatic Asylum [1844] 3）。 
ニューヨーク市から７マイル離れたブルーミングデールロードに面した広
い 土 地 が 購 入 さ れ ， 1821 年 に は ブ ル ー ミ ン グ デ ー ル ・ ア サ イ ラ ム (the 
Bloomingdale Asylum for the Insane)として精神異常の患者を受け入れた。 
ニューヨーク病院の精神異常者専用棟から精神異常の患者全員 52 名がブル
ーミングデール・アサイラムに移され，新たに 71 名の患者が受け入れられた




 ニューヨーク州に精神異常者のための専門施設が設立された 1820 年前後
から，各地に精神異常者施設が設立される。その主なものは，ペンシルバニ
ア州フレンドアサイラム(Friend's Asylum,1817)，コネチカット州ハハート
フォードリトリート(Retreat for the Insane,1824)，ニューヨーク州ハドソ
ンアサイラム (Hudson Private Lunatic Asylum,1830)等である（ Anonymous 



























 ブルーミングデール・アサイラムでは 1821 年から 1823 年までに 30 人の白
痴者を受け入れ，改善し退院した者１名，未改善のまま退院した者３名，死
亡者１名であった。1823 年１月１日の時点で 25 人（全患者数 185 名）を収
21 
 







アサ イラ ムの 経費 の浪 費や 医者 の勤 務状 態の 悪さ が明 らか にさ れた （ New 
York State, Report of the Select Committee on so much of the Acting 
Governor's Message [1830] 4-5）。この報告を機に，より効率良く州予算を
運用できる施設の検討がなされることになり，「州の支出で建設され州の権限










                                                  
6 Statement of Number of Patientsremaining in the Bloomingdale Asylum    
on the 31st December, 1821, and of Those admitted and discharged during 
the Year ending 31st December,1822.  
7 Statement of Number of Patients remaining in the Bloomingdale Asylum    
on the 1st of January, 1831, and the Number received and discharged      









も年間 14,749 ドル削減できる（100 人に 35 人は社会復帰できるとの計算）」





















として殺人者，麻痺患者，癲癇患者，白痴者が挙げられた（Report of the 
Trustees of the State Lunatic Asylum [1842] 38）。この報告に基づいて，
州立精神病者施設では，1844 年に「発病後間もないケースと治癒可能なケー









































（Brigham [1846] 35）と説明した。 
 これは，慢性の精神病から白痴を引き起こし不治の状態に陥ってしまっ
ている患者にも施設処遇の恩恵を与え得ることを強調するための説明である。 











抱くことを恐れた。」（Brigham [1846] 39 ）という表現で訴えた。そして，
施設の増築計画を説明し，1200 人の精神病者が収容可能になるとしながらも
「州の全ての精神異常貧民が救貧院から区別され，専門の施設で救済される



























































































 早くも 1751 年にはペンシルベニア州で，「ペンシルベニア病院への寄付者
に関する」州議会法が成立し，フィラデルフィア市に法人組織の病院が誕生
した。その法人認可状には，「病人の救済と精神異常者の収容・治療のために」
という言葉が記された。1752 年２月 11 日の開院当初から精神異常部門は，
この病院の主要な機能となった(Kirkbride [1845] 97)。  
 ニューヨーク州では，公的病院設立のための寄付が 1770 年に始まり，翌
71 年６月に法人認可が下りる(Earle [1845] 1)。このニューヨーク病院でも，
その建設準備段階から精神異常者の受け入れが計画されており，北ウィング
の地下部分が精神異常者の共同病室や独房に割り当てられることが決定して































ー ク (William Tuke 1732-1822) ， ア メ リ カ の ラ ッ シ ュ (Benjamin Rush 




(Caplan [1969] 3-4)と考えられるようになった。 
（２）モラル・トリートメントの成立 
 モラル・トリートメントの創始者ピネルは，1792 年にビセートル院の 50
人の精神異常者を鎖から解き放ったことで知られている（Anonymous [1847] 































































らの逸脱行動を制限する方向に導くだろう。」と論じた(Eddy [1815] 8)。  
 この原理に則った処遇方法で，発病後間もないケースならば６割から８割
の患者を，また慢性のケースでも１割から２割の患者を回復に導くことがで
きるといわれるようになった(Kemble [1832] 3)。そして 1850 年頃までには，
慢性の患者も含めて，全ての精神異常者が，この適切な処遇場所である精神
病者施設に収容されるべきであると考えられるようになる (Backus [1846] 
2-8)。ニューヨーク州立精神病者施設長報告(1846)では，「治療の成果だけで
なく，不治の患者に安楽な生活や楽しみを与えた実績でも施設は評価される















あ り ， そ れ ほ ど 重 要 な も の で は な い と 考 え ら れ る よ う に な る （ Anonymous 














るなどの悪影響を遮断する役割を担っていた (Massachusetts [1837] 3-7; 
KirkBride [1845]99-109)。  





ら 最 も 有 効 な 訓 練 で あ る 。」（ Anonymous [1847] The Moral Treatment of 
Insanity, 8）と述べた。 




ど の 製 作 ， 印 刷 ， 製 本 等 の 仕 事 が 行 わ れ た (Kirkbride [1845] 104,108 ; 












に有効で不可欠であった(Anonymous [1847] The Moral Treatment of Insanity, 
11-13)。  
  ４）娯楽 
患者の心をひきつけ，気分転換を図るものとして，散歩，乗馬，遠足，ボ
ーリング，その他さまざまなゲームが行われた(Eddy [1815] 8-11; Kirkbride 
[1845] 112)。  




















づ い て い る 者 の 多 く が 精 神 的 に 改 善 し ， 学 習 に 興 味 を 持 つ よ う に な っ た
(Anonymous [1845] School in Lunatic Asylums, 326-327)。  






て お り ， あ ら ゆ る 患 者 に 学 級 で の 指 導 が 行 わ れ て い た こ と が う か が え る
(Brigham [1846] 35)。  
















有効であると考えられた(Anonymous [1845] Religious Services in Lunatic 
Asylums, 115-123)。  
 この礼拝を効果的に行うために，ブルーミングデール・アサイラムでは
1832 年からチャプレンが雇用された。また，ウスター精神病者施設でも 1835
年にはチャペルの建設が議決されている(Earle [1845] 7)。  
 
（３）モラル・トリートメント施設の職員構成と役割 











































































 上述の役員の他に 1829 年の時点で介助員 14 名（男 10，女４）使用
人 10 名が賃金労働者として雇用されていた。介助者１名につき患者８
名程度を担当する計算となる。 





名に基づいて副医師，事務長，家政婦長を任命した(New York State Lunatic 







 詳細は未詳であるが，夜警を含め介助員として男子職員 15 名，女子
職員 15 名の計 30 名が雇用されていた。介助員１名につき患者８〜９
名の比率である。 
 
















































第 2 章 保護・監督を予後の前提とした学校としての成立と生涯保護施設へ
の展開 
 







期と位置付けてきた（清水，1976；津曲，1981；Tyor & Bell, 1984；中村，




のが多い(Wolfensberger, 1975; Scheerenberger, 1983;Tyor & Bell, 1984; 
Switzky, Dudzinski, Acker,and Gambro, 1988)。 Wolfensberger(1975)は，






施 設 へ の 変 化 の 10 年 間 と し ， 1876 年 の 全 米 精 神 薄 弱 者 施 設 長 協 会
(Association of  Medical Officers of  American Institutions for Idiots 
45 
 
and Feeble-minded Persons) 1の設立を施設長のリーダーシップの第二世代
への移行の象徴と評価した。Switzky et. al. (1988) は，精神薄弱者に対す
る態度，処遇，実践が，ハビリテーションの可能性についての極端な楽観主
義から極端な悲観主義に 1870 年代に移行したと記述した。 
一方，Gardner(1993)は，楽観主義と悲観主義に対する伝統的な評価に疑義
を唱え，初期白痴学校の創設者らの個人書簡の記述分析から，楽観主義の時











                                                  
1 1906 年には the American Association for the Study of the Feeble-Minded
に，1933 年には the American Association on Mental Deficiency（ AAMD）
に，1987 年には the American Association on Mental Retardation（ AAMR）
に，2007 年には the American Association on Intellectual and 









躍したハウ(Samuel Gridley Howe 1801-1876)と，アメリカ初の白痴学校の創
設者であり，後にニューヨーク州立白痴学校の校長の職に就いたウィルバー






                                                  
2 ここで言うヨーロッパの白痴教育情報とは，セガン(Edouard Onesimus 
Seguin, 米国移住後は Edward Seguin 1812-1880)が開発した「生理学的教育
法」の成功を指す。セガンは，1837 年からの数年間にパリの精神病院で白痴
児の指導実験を行った。米国では，早くも 1844 年には精神障害専門誌
American Journal of Insanity で，セガンの業績が伝えられている。1847
年にはサムナーが，マサチューセッツ州の白痴学校設立に寄与すべくパリの
白痴教育を観察し，ハウにその詳細を書き送った(Massachusetts School for 





Bell, 1984; 中村，1989 などを参照）。セガンは，米国における白痴学校の
設立と時を同じくして，1848 年，フランスから米国へ移住し，各州白痴学校
の設立と実践の基礎づくりに関与した。 















白 痴 児 を 放 置 す る 事 は 州 の 責 務 へ の 背 信 で あ る と 訴 え た （ 津 曲  [1981] 
72-73；中村 [1989] 226）。ハウは白痴児を公教育の対象として位置づけたわ
けである。 

















の白痴者を 420 人とした。そして，この 420 人の先天白痴者について，25 歳
未満では９割のものが教育により改善可能であること，貧困家庭に多く見ら





痴学校の設立を提案した(Howe [1848] 51-54; 津曲 [1981] 80)。この提案を




ンシルベニア校)，オハイオ州 9（ 1857），コネチカット州 10（ 1858），ケンタ
ッキー州 11（ 1860），イリノイ州12（ 1868）などと各州で白痴学校が設立され
る(津曲 [1981] 87-112; Tyor & Bell, 1984)。  
 ハウの「白痴学校を公立学校の最後の環とする」制度的な位置づけが，白
痴児の公立（的）専門施設処遇を実現させたといえる（津曲，1981;中村，1989）。 
                                                  
5 名称は，Experimental School for Teaching and Training Idiotic Children
とされた。 
6 名称は Massachusetts School for Idiotic and Feeble-Minded Youth とさ
れた。その後，成人と重度精神薄弱者の受け入れが正式に規定され，1883 年
には Massachusetts School for the Feeble-Minded と改称される。 
7 New York State Asylum for the Idiots 
8 Pennsylvania Training School for Idiotic and Feeble-Minded Children 
9 Ohio Asylum for the Education of Idiotic and Imbecile Youth 
10 Connecticut School for Imbeciles 
11 Kentucky Institution for the Education and Training of Feeble-Minded 
Children 























[1981] 120-121)。  





Training School for Idiotic and Feeble-minded youth AR1 [1854] 5-6；



















                                                  
14 ペンシルベニア校では，不適格者の規定がなく，まずは受け入れて指導を
試行してみるという形がとられた（中村 [1989] 248-251）。 






















































                                                  
16 ハウは，ウィルバーやセガンのような見通しと期待が広がることに否定的
















































































わけではない(New York Asylum for 




障害から救済される(relived) (Seguin [1866] 
81)。生理学的方法と教具によって，子どもたち
の活動的な能力，知覚能力，反射能力，自発的




































































































して，健常児の発達を 10 とすると 1～5の発達
の程度を示す(Seguin [1866] 66)。 
② 高 い 程 度 の 白 痴 (higher-grade 
idiocy)：「市民としての有用性と社会的
幸福を享受でき」，最終的にはコモンス
クールに入学しうる者(New York Asylum 



















る(Howe [1848] 61)。 
 
















































































選抜は困難であった（津曲 [1981] 117；清水 [1982] 134-135, 140）。 
実験教育の対象となった 28 名は，平均年齢 12 歳（６歳～20 歳）で，うち




生の者が 28 名中 17 名で，このうち 13 名が，清潔の習慣が身についた。③衣
服の着脱は，28 名中 22 名が一人でできない状態であったが，１年以上在学
した 12 名に改善が見られ，うち８名は衣服の着脱に関しては完全自立となっ
た。④話し言葉では，話し言葉無か 2，3 単語のみが 28 名中 17 名で，このう
ち改善は６名，一語文を話す者が４名で，このうち文を作ることができるよ
うになったものが２名，簡単な文を話せる者が５名で，このうち話し言葉で



















Table2-3.マサチューセッツ校実験教育 3 年間(1848-1851)の成果 
 
出典：Third and Final Report on the Experimental School for Teaching and 






















































5 17.9 話し言葉で大いに改善 4 80.0 退学 1 20.0
文字を知らない 24 85.7 自分の名前の文字を知
り、短文を作れる。
8
文字を知っている 4 14.3 簡単な物語を読める。 4
57.1













17 60.7 35.3 64.7
食事の自立無 21
25.0
57.1 退学 12 42.9
































































出典：Howe(1848); Massachusetts School for Idiotic and Feeble-Minded Youth(1850-1860) 
Annual Report; New York State Asylum for the Idiots(1852-1860) Annual Report; 
Pennsylvania Training School for Idiotic and Feeble-Minded Children (1854-1863) 


















の公立職業施設(public industrial institution for adult idiots)の中で，
自己指南し，単純な仕事に就くことができるように教育される。また，不治



















































出 典 ： Pennsylvania Training School for Idiotic and Feeble-Minded 
Children AR [1855-1878] をもとに作成． 
註：1862 年はデータ無． 
 
年度 1854 1855 1856 1857 1858 1859 1860 1861 1862 1863 1864 1865
前年度末在籍者数 9 20 18 33 35 47 56 87 124 137 141
新規入所者数 16 16 20 17 21 27 56 39 36 32 30
再入所者数
在籍者総数 25 36 38 50 56 74 112 126 160 169 171
退所者総数 5※ 9 5 15 9 17 25 20 11 22 17
内改善者数 1 7 3 11 5 16 21 16 8 15 13
改善者内、進学・就職者数 1 4 5 5 4 5 5
内非改善者数 3 2 2 4 4 1 4 4 3 7 4
内死亡者数 1 1 5 6 2
※退所者1名は保護者の都合
年度 1866 1867 1868 1869 1870 1871 1872 1873 1874 1875 1876 1877
前年度末在籍者数 152 158 165 180 171 185 185 197 222 219 221 233
新規入所者数 40 38 51 35 44 46 40 45 34 20 37 48
再入所者数 7 7 4 7 8 3
在籍者総数 192 196 216 215 215 231 232 249 260 246 266 284
退所者総数 30 27 31 44 29 46 35 27 41 25 33 38
内改善者数 24 21 26 34 25 39 27 19 29 16 22
改善者内、進学・就職者数 8 2 4 3 2 5 7 6 2 3 1
内非改善者数 6 6 5 10 4 7 5 6 5 3 5





出 典 ： Pennsylvania Training School for Idiotic and Feeble-Minded 





















Fig.2-2. ペ ン シ ル ベ ニ ア 校 に お け る 在 籍 者 と 退 所 者 の 人 数 の 変 化
(1854-1877) 
出 典 ： Pennsylvania Training School for Idiotic and Feeble-Minded 















































































出 典 ： Massachusetts School for Idiotic and Feeble-Minded Youth  AR 
(1850-1878) をもとに作成． 




















































































な い こ と ， を 述 べ た （ Pennsylvania Training School for Idiotic and 
















いなど年少児の世話を実施するようになっていた(Massachusetts School for 
Idiotic and Feeble-Minded Youth AR [1857] 14)。 1858 年の報告では，大
部分の女子生徒に，裁縫や編み物，手芸を指導してきていること，またその
う ち の 一 部 の 女 生 徒 に は ， 家 事 を 指 導 し て い る こ と が 記 さ れ て い る







(Massachusetts School for Idiotic and Feeble-Minded Youth AR [1858] 21)。
翌 1859 年の年報では，「労働部門は，まだ完全にシステムが整っていはいな






将 来 の 有 用 性 の 観 点 か ら 実 施 さ れ て い る と の 一 文 も 見 ら れ る が









きだと考えていた(Tyor & Bell [1984] 42; 中村[1989] 269-270)。ハウは，
白痴学校も必要悪であると考えていたので(Tyor & Bell [1984] 42)，白痴学
校内部で整えつつあった授産部門もやむを得ずの現実的対応であり，必要悪
であったと考えられる。 









されるとともに，名称からも Idiotic と Youth が消され，Massachusetts 
School for the Feeble-Minded と改称される。名実ともに学校部門と成人授
産部門の 2 部門制の精神薄弱者施設へと転換する。 









School for Idiotic and Feeble-Minded Children 1AR [1854] 12-13）。 





生徒の指導のための農場部門の 5 つを要求した（ Pennsylvania Training 
School for Idiotic and Feeble-Minded Children 4AR [1857] 17-18）。  
 この要求のうち，②③④⑤は，初期白痴学校が想定していた目的のために
必要な機能であり，①は，収容保護の機能であるといえる。 
 新たな部門の追加提案の翌 1858 年からは，学校名称から idiotic が削除さ
73 
 






生 徒 の 集 団 を 次 の ４ つ に 分 類 し て 説 明 し て い る (Pennsylvania Training 
School for Feeble-Minded Children 6AR [1859] 15-18)。  
 
 ①身体訓練で対応するグループ 

























































































矯正会議 19(the National Conference of Charities and Corrections)とな
った。精神薄弱施者設長たちは，自らの組織と慈善矯正会議とで，精神薄弱
者に関する様々な調査・研究を行い，精神薄弱者問題を社会と共有した(Tyor 
& Bell, 1984; Trent, 1994)。  
 全米精神薄弱者施設長協会年次集録 20ならびにその後継誌である Journal 
                                                  
19 1917 年より the National Conference of Social Work に改称される。 
20 Proceedings of the Association of Medical Officers of American 
77 
 






















                                                                                                                                                  
Institutions for Idiotic and Feeble-Minded Persons(1876-1895) 
21 Proceedings of the National Conference of Charities and 
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(Fernald [1894] 450) 
 ファーナルドは自らの施設の経験から，重度精神薄弱児者に対する適切な
保護と訓練を提供するための実践的な方法について簡単な考察を示す必要性










































































他 の 訓 練 と 関 連 付 け て 忍 耐 強 く 入 念 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い (Fernald 
[1894] 452-453)。  
91 
 


















































                                                  
22 精神薄弱者施設の重度の利用者たちは，ファーナルドが不幸な光景と描写
した状況が日常になり，1970 年頃には，米国の精神薄弱者施設は人間倉庫と








































第 3 章 精神薄弱者の施設総収容化政策の破たんとコミュニティ・ケアによ
る施設役割の拡大 
 


















また，この 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけての時期は，施設収容対象と
しての精神薄弱者の数と発生率が注目され論じられる時期でもある。19 世紀
                                                  




末には諸家により人口の 0.1～0.2％(Trent [1994] 78)と推定された発生率
は，1918 年には少なくとも人口の 0.3～0.4％ (Fernald [1918] 171-176)とい
われるようになる。1880 年から 1910 年までの 30 年間にアメリカの人口は，
社会的・経済的発展を背景として，5,0155,783 人から 91,972,266 人へと約
1.8 倍に急増した 2。上述の発生率から計算すると，精神薄弱者の推定数も
1910 年には 92,000～ 188,000 人とはじき出される。しかし，この当時，実際
に公立精神薄弱者施設に収容されていた精神薄弱者の数は 19,672 人であり，
連邦当局が把握している私立施設の収容者数を合わせても 2 万人強の収容者











                                                  
2 Carter, Susan B. (Ed.) (1997) "Part A Population" U.S. Bureau of the 
Census Historical Statistics of the United States on CD­ROM Colonial 




きていない状況が述べられている(Wrentham State School AR [1912] 9）。ニ
ューヨーク州ローム施設年報(1914)でも，州内の精神薄弱者の推計は 3 万人
に対 して 州内 の施 設収 容者 数は 6 千 人に 過ぎ ない こと が指 摘さ れて いる




ィ で 生 活 す る こ と が 可 能 な ケ ー ス を 試 験 的 に 復 帰 さ せ る 試 み を は じ め る
（Trattner [1974],170-171）。つまり，精神薄弱者施設は精神薄弱者に対す
る処遇の中心であり続けはしたが，単なる隔離収容の場とは考えられなくな
るのである（Tyor & Bell [1984],123-124）。 
精神薄弱者施策は，精神薄弱者が社会病理の根源とみなされて隔離が正当
化された 1900 年代，「総収容化政策」が破綻してその代替策が模索された 10
年代，精神薄弱が「社会的適応」の問題として考えられるようになった 20
年代という経過をたどる（Trent [1994] 184-224）。この時間的経過のなかで，
精神薄弱者のコミュニティ生活は 1910 年代に生起し，1920 年から 1930 年代
前半に隆盛をむかえ，30 年代後半以降には衰退する。 
精神薄弱者のコミュニティ復帰に米国で最初に取り組んだとされるマサチ
ューセッツ州では(Trattner [1974],170-171； Davies [1959] 153)，ソーシ
ャル・ワーカーの監督の下，施設から直接，コミュニティに仮退所4させる方
法がとられる。この方法は，マサチューセッツ州で二番目の州立施設，レン










所はコミ ュニティ 生活へ順 調に移行 させるた めの重要 な手続き となる (中
村・米田 [1999a] 41)。  
5 ウォリスは，マサチューセッツ州立ウォルサム精神薄弱者施設でファーナ
ルド施設長のアシスタントを８年間（1898-1905）勤めていた医師であり，レ
ンサム施設の開設に伴い，1906 年にレンサム施設長となった(School for the 




















































Walter. E. 1859-1924) も，このウォリスの考え方に賛同し総収容化政策を
放棄する立場を表明するようになる (Fernald [1918] 175) 。施設長ウォリ
スが，仮退所によるコミュニティ・ケアを実行に移した背景には，精神薄弱
                                                  
8 マサチューセッツ最初の州立精神薄弱者施設は，1 章・2 章で触れたハウに
よって南ボストンに設立された白痴学校(Massachusetts School for Idiotic 
and Feeble-Minded Youth)である。1882 年に，学齢を超えた精神薄弱者のた
めの収容棟を設置し名称を Massachusetts School for the Feeble-Minded
に変更することが州保健・精神障害・慈善委員会で決められ，翌 1883 年から
名 称 変 更 さ れ た  (Massachusetts School for the Feeble-Minded AR 
[1883]10-11)。1888 年にはウォルサムに移転し新しい建物を使用することが
州議会で議決され(Massachusetts School for the Feeble-Minded AR [1888] 
33)，1890 年３月，ウォルサムの施設に 61 名の収容者が南ボストンの保護棟






































と で も 州 の 支 出 を 節 約 で き る 好 ま し い 立 地 条 件 の 土 地 と さ れ た (Wrentham 



































Fig. 3-1 マサチューセッツ州立施設と主要都市との位置関係 
註：▲，◆は東部の主要都市の位置を指す。◆の 2 都市には 1917 年までに公
立学校長らの要請を受けてレンサム施設の精神薄弱相談所（施設外クリ
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 1907 年，施設長にウォルサム施設 9からウォリス医師が迎えられる。ウォ
リスは，ウォルサム施設のファーナルド施設長の下で，13 年間の長きにわた
っ て 片 腕 と し て 精 神 薄 弱 者 の 処 遇 に 関 わ っ て き た 人 物 で あ っ た (Wrentham 
State School AR [1907] 6 ; Massachusetts School for Idiotic and 






School AR [1907] 9)。この 10 名はウォルサム施設収容者のうちで最良の 10
人であり，新たな施設の土台を築くために特に派遣されたといってもよいほ
どの者たちであった（Massachusetts School for the Feeble-Minded AR [1907] 
11）。10 名の主要な仕事は 50 名定員の恒久的な農場部門の建設補助であり，
彼らは選抜されたことに誇りを持ち，有用に作業に従事した（Wrentham State 
School AR [1907] 9）。この農場部門 50 名も翌春までにウォルサム施設から
移籍される予定であり，施設長ウォリスは，この新たな 50 名がまた次の新た
な 収 容 者 グ ル ー プ の 受 け 入 れ 準 備 に 力 に な る こ と を 期 待 し た （ Wrentham 
State School AR [1907] 9； Massachusetts School for the Feeble-Minded AR 
[1907] 11）。 
 なお，このような訓練された収容者の労働力の活用方法は，ウォルサム







 レンサム施設に移された最初の 10 名は農作物の栽培・育成・収穫に従事す
ると同時に，彼ら自身でチームを組んで石材の掘削，運搬を行った（Wrentham 







に送り返された。この 1908 年には，10 エーカーの農地で作物が栽培され，
このうち６エーカーは収容者達の作業によって開墾された今年が初耕作の農
地であった（Wrentham State School AR [1908] 11）。農作業の他に彼らがこ
なした施設建設作業は，上述の資材の運搬に加えて，道路・歩道の敷設，建
物周辺の地ならし，建物周辺の森林の下草刈り等であった（Wrentham State 
School AR [1910] 13）。 
                                                  
10 テンプルトンコロニーは，1899 年に，ウォルサム施設から 60 マイル離れ
たテンプルトンの荒れ地に設置された。1900 年５月 24 日に 29 人のウォルサ
ム施設の成人収容者が移住し，既存の農家を宿舎として開墾作業に従事した。
その数週間後にさらに 18 人の男性収容者が送られ，この年は 47 人の移住で
あった(Massachusetts school for the Feeble-Minded AR [1900] 17) 。ウ
ォルサム施設にコロニーでの農作業が可能な成人収容者が蓄積されるとテン
プルトンコロニーに送られるという形で，1903 年には 50 人ずつの農作業グ
ループ３グループの 150 人がテンプルトンコロニーで働き，さらに追加の１
グループ 50 名分の宿舎の建設費用 1,200 ドルも州議会から提供され，建設中







 レンサム施設の正式開所の 1910 年４月１日を目前に控えた３月，ウォルサ
ム施設から 50 名の訓練された女性収容者が受け入れられた。彼女たちは，新
しい建物の清掃，テーブル・クロスと寝具の製作，その他，精神薄弱児の受
け入れ準備全般に従事した（Wrentham State School AR [1910] 11）。 
 ウォルサム施設はレンサム施設への収容者の供給，すなわち精神薄弱の労
働者の提供の関係を，ウォルサム施設のテンプルトンコロニーと同等の施設












































































 レンサム施設は，その土地の購入時点から 1000 人規模の定員の施設として
予定されていた（Wrentham State School AR [1907] 7）。動力棟，洗濯棟と
いった建物も 1000 人規模の処理能力の設備を導入可能な設計で，当面 500
人対応の設備が整えられた。その後 1911 年よりコミュニティからの強力な入
所要求に応じるためにという理由で，男女各１棟の寄宿舎（各 105 名定員）
が 要 求 さ れ ， 1912 年 議 会 承 認 (Wrentham State School AR [1911] 11,16; 
[1912] 19)。 1912 年には裁判所から施設へ措置される精神薄弱者のための保
護棟１棟，コミュニティの親の希望で受け入れられる私費生のための寄宿舎
２棟の建設が要求され，翌 13 年議会で議決(Wrentham State School AR [1912] 
9,14; [1913] 21)。さらに 1913 年に寄宿舎２棟（計 210 名定員）病院棟１棟
（75 名定員），農場コロニー（50 名定員）が要求され，14 年に承認(Wrentham 
State School AR [1913] 10,14-15; [1914] 22)。この 13 年請求の病院棟は，
子ども，成人男子，成人女子に分割使用されるとともに，病人がいない場合
には寄宿舎として使用されることが請求の際に付記されている。1914 年の予
算承認で，施設の拡張完成後の予定収容力は 1350 人となり，拡張工事は 1918




める」(Wrentham State School AR [1911] 11)としている。翌 1912 年には「施
設処遇と訓練が必要な精神薄弱者は合衆国で，推計 15 万人，マサチューセッ
ツ州内に６千から７千人がおり，２つの施設で３分の１以下しか収容できて
いない」(Wrentham State School AR [1912] 9)と具体的に推計値を示して収
容力増強の必要性を述べた(Fig. 3-411)。また，ウォリスは，当時いくつか









ではない」（Wrentham State School AR [1911]8-11）と批判し，収容保護政
策の堅持を訴え，収容力の増強に正当性をもたせた。この当時，マサチュー
セッツ州では，精神欠陥者の 14%～20%は梅毒によるとの報告も出されており
(Wrentham State School AR [1912] 9)，「経験が決定的に示しているとおり，
恒久的な保護処遇が精神薄弱者にとってもっとも効果的な方法であり，それ
によってコミュニティは守られ，親は，しばしば，嘆かわしい重荷を軽減さ
れる」(Wrentham State School AR [1911] 10)という彼の主張は，議会に対
して説得力をもっていたのである。また，彼と施設理事会は「精神薄弱の子
どもたちは，コミュニティにいるよりも，過密な状態であっても施設にいる

























出典：Wrentham State School AR(1907-1920)； Massachusetts School for the 





Fig. 3-5 ウォルサム施設入所申込者数と受け入れ者数の推移 (1892-1921) 
























な精神薄弱者の処遇のために州によって設立された」（Wrentham State School 










私費生受け入れによる施設収入をみると，正式開設の 1910 年で 60.65 ドルで
あったが，私費生用の寄宿舎が完成する 1915 年には，361.42 ドル，翌 16 年










らは公立学校から除外されない」（Wrentham State School AR [1909] 8），「施













きると考えていたのである13（ Wrentham State School AR [1911] 10)。  
                                                  




































よりもはるかに高い発達の可能性を示す。」（Wrentham State School AR [1911] 
10)と述べられている。このような施設内自活の考え方が当時の施設処遇の思







ャータウン施設（Fig3-1）の建設に移す（Wrentham State School AR [1916] 
6; [1917] 6; [1918] 5）。施設当局が教育設備面の充実を要求しても，州議
会の承認が得られない状況が続くことになる（table 3-1）。この第三の施設
の開設は，レンサム施設当局からも提案されたものであったが（ Wrentham 
State School AR [1913] 9），施設理事会が，第三の施設の開設はレンサム施
設の発展・充実とは別のものという考え方であったのに対し，州はあくまで
も，州全体の精神薄弱者の施設収容力を拡大するという方向性で，施設政策































State School AR [1914] 8-9）。 





























Table 3-1 レンサム施設における主要設備の予算要求と州議会の可否 
年  
主要収容設備 主要教育設備 
予算請求項目 承認の可否  予算請求項目 承認の可否  
1907 
収容棟２  ○  
動力・機械棟 ○  
サービス棟（食堂・厨房） ○  
女性職員棟  ○  
1908 
洗濯棟  ○  
男性職員宿舎改築  ○  
1909 
保護棟  ○  
介助職員棟  ○  
収容棟  × 
介助職員棟  × 
1910 
収容棟  × 教育棟  × 
職員棟  × 
職員宿舎改築 ○  
1911 
収容棟２  ○  教育棟  ○  
職員宿舎  ○  
1912 
動力棟拡充  ○  
サービス棟拡充  ○  
管理棟  ○  
収容棟３  ○  




収容棟２  ○  
病院棟  ○  
農場コロニー収容棟  × 
職員宿舎２  × 
役員宿舎  × 
1914 
収容棟２  ○ 16,17 年 承 認 * 授産棟２  × 
役員宿舎  × 
職員宿舎  × 
1915 隣接敷地２  × 
1916 
役員宿舎  × 授産棟２  × 
サービス棟  × 集会ホール  × 
隣接敷地２  ○ 18 年承認 * 
1917 
授産棟２  × 
集会ホール  × 
1918 
授産棟２  × 
集会ホール  × 
体育館  × 
1919 
授産棟２  １棟○  
集会ホール  × 
体育館  × 
1920 
役員宿舎  × 授産棟  × 
集会ホール  ○  
体育館  × 















   知的・道徳的欠陥の程度の極端でない少年少女は，一定期間の施設に
おける教育と処遇で発達が促進され，彼らの人生における危機的な数年











よりも知的機能の高い (higher grade mentally)集団の入所需要に直面して
おり，ウォリスは，「能力の高い精神欠陥者（mental defectives）が，医師
や教師たちによって認識されている事実を証明している」(Wrentham State 














   このシステムによって，小さな間違いが引き起こされるかもしれない
が，監視のない多数の精神薄弱者の大きな間違いよりはましである。 
このシステムの運用でコミュニティに重大な痛みを伴うことはなく
個々人に恩恵を与えることができる。」（Wrentham State School AR [1914] 
















































（Wrentham State School AR [1916] 11-14）。彼は，レンサム施設が，精神
薄弱者のためになすべきことを行うとすれば，授産訓練と社会的訓練のため
の設備が必要であり，保護処遇だけでは，精神薄弱者施設の必須条件の半分






きた」（Wrentham State School AR [1917] 7）との指摘が見られ，翌 18 年に
は，施設の本来の意図と社会の期待は，精神薄弱者をその能力の限界まで発
達させることであったが，州の別の政策が，処遇に不可欠な労働機会を提供









授産棟，集会ホールが最小限必要である。」（Wrentham State School AR 
125 
 



















 ウォルサム施設における家庭等復帰者数の推移を，1885 年から 1921 年に













の 年 に は 66 名 中 53 名 が コ ミ ュ ニ テ ィ に 復 帰 し て い る こ と に な る






レンサム施設における家庭等復帰者数の推移を，1907 年から 1930 年まで









                                                  









Table 3-2 ウォルサム施設における家庭復帰者数の推移(1885-1920) 
年 1885 1886 1887 1888 1889 1890 1891 1892 1893 1894 1895 1896 1897 1898 1899 1900 1901 1902
全退所者 35 24 16 30 17 27 28 39 65 32 53 27 34 36 53 38 46 49 
家庭等復帰
（保護） 
11 14 12 19 8 14 13 22 30 18 28 14 27 19 40 26 32 32 
家庭等復帰
（賃金労働）       




3 2 4 
家庭等復帰
（公立学校通学）        
2+ 8 2 7 
    
2 
  
脱走者 1 1 2 5 3* 
年 1903 1904 1905 1906 1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920
全退所者 49 35 66 76 103 180 149 177 120 74 123 77 188 139 171 125 58 250
家庭等復帰
（保護） 





6 4 5 12 11 2 2 4 8 6 14 7 9 25 35 
   
家庭等復帰
（公立学校通学）
7 1 2 3 2 4 
 
4 2 1 
 
2 3 2 
    
脱走者 5* 3* 5* 5 18 4 4 2 1 2 12 1 19 19 25 12 12 33 











Table 3-3 レンサム施設における家庭等復帰者数の推移(1907-1930) 
年 1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 
新規入所者数 10 45 11 217 68 180 42 250 263 348 239 166 
退所者数 5 8 19 27 21 22 30 44 68 79 53 
家庭等一時復帰者数 5 7 10 21 10 24 31 94 108 139 
仮退所者数 [20- 25] [38] 65 
仮退所取消者数 5 3
年 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 
新規入所者数 165 160 208 105 259 192 135 128 145 121 129 186 
退所者数 84 124 105 205 144 113 147 118 58 70 54 61 
家庭等一時復帰者数 171 162 209 209 225 97 191 160 173 160 207 197 
仮退所者数 110 127 143 122 107 133 127 
仮退所取消者数 8 10 11 4 6 
 
出典：Wrentham State School AR (1907-1930); Lillyman [1921] 103-107; 米田[2001] 218 をもとに作成． 
註：仮退所は parole の記述(1918 年以降)によるものである。それ以前については，ソーシャル・ワーカーの管理下におかれた者の人数を
















弟，後見人)の意志が確認されなければならなかった(Wrentham State School 
AR [1915] 10)。  
ウォリスと施設理事会は 1914 年のコミュニティ・ケアの提案後，一時復帰
希望家庭の状況調査と復帰者への継続的な監督指導の専任担当者として，ソ
ーシャル・ワーカー１名を職員に加えた(Wrentham State School AR [1915] 
10)。このソーシャル・ワーカーの就任をもって，レンサム施設における仮退










所はコミ ュニティ 生活へ順 調に移行 させるた めの重要 な手続き となる (中
村・米田 [1999a] 41)。  






1915 年で一時復帰者 31 名中 20 ないし 25 名が仮退所であり，1917 年が 108
名中 38 名，1918 年が 139 名中 65 名となっている(Table 3-3)。  
一時復帰者数も仮退所者数も着実に増加していった。ソーシャル・ワーカ
ー１名に事前調査も監督指導もすべての責任を負わせることには限界がある
との指摘がなされ(Wrentham State School AR [1919] 7)， 1920 年にはソー
シャル・ワーク業務専用に自動車が一台購入され，翌 21 年にはソーシャル・
ワーカーが２名に増員される(Wrentham State School AR [1921] 13)。 1922
年には，一時復帰者数が 225 名に達し，仮退所者数も 143 名を数えている。 
ソーシャル・ワーカーの監督下におかれる対象者は，コミュニティでの就
労の可能性がある者で，施設長や医師たちによって記載された「将来のコミ
ュニティ生活が有望な収容者」のリストから選ばれた(Wrentham State School 
AR [1921] 13; Lillyman [1921] 103)。 1918 年にソーシャル・ワーカーが監
督した 65 名はコミュニティで職を得て生計を立てていたし，1921 年には仮














































Table 3-4 レンサム施設における収容者の維持費と生産高の推移(1911-1920) 
年 1911 年 1912 年 1913 年 1914 年 1915 年 1916 年 1917 年 1918 年 1919 年 1920 年 
年間平均収容者数 257.92  381.44  422.75  600.13  658.25  998.49  1,073.82 1,188.01 1,207.39 1,227.78  
維持費総額($) 61,972.70 77,152.63 90,906.42 120,695.09 144,807.42 191,932.71 256,945.13 348,130.25 348,967.80 444,764.55 
週一人当たり維持費($) 4.62 3.89 4.14 3.87 4.23 3.70 4.60 5.64 5.56 6.97 
生産品売り上げ($) 346.14 74.70 182.69 230.27 890.04 532.76 593.78 1,867.36 1,203.93 1,067.40 
週一人当たり売り上げ($) 0.03 0.004 0.01 0.01 0.03 0.01 0.01 0.03 0.02 0.02 
その他の施設収入($) 324.32 560.87 931.54 1,081.25 1,630.54 1,197.13 1,865.09 2,239.70 2,977.50 4,587.69 
週一人当たり施設収入($) 0.02 0.03 $0.04 0.03 0.05 0.02 0.03 0.04 0.05 0.07 
週一人当たり収入合計($) 0.05 0.03 0.05 0.04 0.07 0.03 0.04 0.07 0.07 0.09 
週一人当たり正味維持費($) 4.57 3.86 4.08 3.83 4.16 3.66 4.56 5.57 5.49 6.88 




Table 3-5 米国における労働者の収入（1892-1926） 
年 














1926 1309.00  25.10  593.00 11.37 1809.00 34.69 1277.00  24.49 
1924 1240.00  23.78  574.00 11.01 1708.00 32.76 1247.00  23.92 
1922 1149.00  22.04  508.00 9.74 1625.00 31.16 1188.00  22.78 
1920 1358.00  26.04  810.00 15.53 1648.00 31.61 936.00  17.95 
1918 980.00  18.79  604.00 11.58 1380.00 26.47 689.00  13.21 
1916 651.00  12.48  388.00 7.44 1211.00 23.22 605.00  11.60 
1914 580.00  11.12  351.00 6.73 1140.00 21.86 564.00  10.82 
1912 550.00  10.55  348.00 6.67 1128.00 21.63 529.00  10.15 
1910 558.00  10.70  336.00 6.44 1108.00 21.25 492.00  9.44 
1908 475.00  9.11  324.00 6.21 1102.00 21.13 455.00  8.73 
1906 506.00  9.70  315.00 6.04 1084.00 20.79 409.00  7.84 
1904 477.00  9.15  290.00 5.56 1066.00 20.44 377.00  7.23 
1902 473.00  9.07  264.00 5.06 1061.00 20.35 346.00  6.64 
1900 435.00  8.34  247.00 4.74 1033.00 19.81 328.00  6.29 
1898 412.00  7.90  228.00 4.37 1025.00 19.66 306.00  5.87 
1896 406.00  7.79  220.00 4.22 1084.00 20.79 294.00  5.64 
1894 386.00  7.40  214.00 4.10 1110.00 21.29 283.00  5.43 
1892 446.00  8.55  238.00 4.56 1096.00 21.02 270.00  5.18 
 
出典：U.S. Census Chapter D: Labor Series D 779--793. Average Annual Earnings in All 
and Selected Industries and in Occupations: 1890 to 1926. 
Carter, Susan B. (Ed.) (1997) U. S. Bureau of the Census Historical Statistics 












(Wallace [1917] 105-109)。翌 18 年，当時のオピニオン・リーダーであった
マサチューセッツ最初の州立精神薄弱者施設であるウォルサム施設の施設長
ファーナルドが「ウォリスがいうように精神薄弱者がコミュニティに合わな
い の で は な く ， コ ミ ュ ニ テ ィ が 精 神 薄 弱 者 に 合 わ な い の か も し れ な い 」
(Fernald [1918], 171-176)という言葉で彼の主張を受け入れ，精神薄弱者総
収容化政策の放棄を明言するにいたる。 
























































ミ ュ ニ テ ィ に 退 所 さ せ れ ば ， 問 題 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る と 考 え た






                                                  
20 公立学校特殊学級が精神薄弱者施設の社会的位置づけ・役割の変化にいか





















とができる理想の『コミュニティ』である」とうたっていた（Barr [1902] 5-8; 


















































の訪問と書簡による交信，であった（Wrentham State School AR [1922] 13）。 
1922 年のソーシャル・ワーカーの業務件数をまとめれば，Table 3-6 の通
りである。退所予定先への訪問調査・相談が 94 件，1 件当たりの訪問回数が
1 回～8 回とのことであり，仮に平均 4 回の訪問とすれば，年間で 376 回とな
る。事後業務としての監督・指導についてみると，127 名の仮退所者に対し
て，家庭訪問 474 回であり，平均して仮退所者一人当たり 3.7 回（すなわち
3 回～4 回の訪問）となる。また，雇用主等への訪問すなわち職場等への訪問





これを 2 名のソーシャル・ワーカーで担当していたことから一人当たり 1 年
間に 623 回の訪問業務をこなしていたことになる。 
 
 






対 象 者 一





家庭・社会調査  94 件  376 回
 








474 回 3.7 回  1～ 6 ヵ 月 ご と に 訪 問 指
導との記述がみられる  雇用主等訪問 396 回 3.1 回  

















Table 3-7 レンサム施設仮退所者の生活状況(1922) 
生活環境 男性 女性 計 
親族宅 37 45 82 
職場住み込み 3 30 33 
下宿 9 3 12 
計  49 78 127 
職業 男性 女性 計 
製造工場・自動車修理工
場・洗濯屋等  
32 27 59 
事務所・商店  1 2 3 
農場（賄い付） 10 10 
家政婦（賄い付） 33 33 
無給就労 6 16 22 
計  49 78 127 
週平均賃金（＄） 9.25 5.50  
出典：Wrentham State School AR [1922] 14 をもとに作成． 
 










ある（Lillyman [1921] 103; Wrentham State School AR [1916] 14）。レン
サム施設理事会は，1913 年報の中で「理事会も施設長も施設の定員オーバー
を容認している。たとえ過密な状態であっても，コミュニティにいるよりは，

































役割を変更するものであった(中村・米田 [1999a] 38) 。  
バーンスタインによって 1906 年にコミュニティ内に設置された小コロニ
ーは，指導監督とケアおよび訓練・教育機能を備え，外部で働く場をもった
収 容 定 員 が 20 人 程 度 の 小 規 模 な 男 女 別 生 活 ホ ー ム 群 で あ っ た (Millias 












助労働力 (男子)を求める近隣農場があった(Rome State Custodial Asylum AR 




入 所 者 の 変 化 22と 訓 練 に よ っ て 過 剰 労 働 力 が 生 じ て き た 時 期 で も あ っ た









State Custodial Asylum AR [1915] 17-18 ;中村・米田[1999a] 42)。  
 




入所数は，1894 年度 0 名(収容者総数 12 名)，1895 年度 4 名 (同 99 名)， 1896
年度 13 名(同 128 名 )，1897 年度 4 名(同 35 名)，1898 年度 7 名(同 45 名)，
1899 年度 3 名(同 9 名)，1900 年度 15 名(同 119 名 )，1901 年度 13 名 (同 138
名) となっており，「高い痴愚」の総収容者数に占める割合はほぼ 1 割を越え
るようになる。教育の最適期と考えられていた 10 歳から 20 歳までの入所者
の収容者総数に占める割合は，1894 年 33.5%，1899 年 46.7%，1904 年 47.1%，







みられると評している(中村・米田[1999a] 43)。  












ロニーの規模が 20 人から 40 人であるのは，一家族としての規模と小コ口二
一の職員夫婦が担当できる限界から設定された(Bernstein [1920] 10; 中
村・米田 [1999a] 43)。対象者の選定では，痴愚ないし境界線級の男子から
はじまり，女子にも試行的に適用されるようになる24。職種では，男子では
                                                  
23 一般の人々と競合しない家事・手による洗濯・裁縫を，需要が見込まれる
人口の多いローム市の都市部に求めた(Bernstein [1917] 26; 中村・米田
[1999a] 43)。  
24 非行歴のある精神薄弱男性のコロニーも開設され，女子の非行者(極度の
非行を除く)にまでさえ対象が拡大された。仕事先が家庭の場合は，非行歴が








ものである。小コロニーと仮退所をあわせて，1921 年で 781 人（総収容者数
1500 人程度）がコミュニティへ復帰していることがわかる。レンサム施設の


























米 国 で は ， 公 立 学 校 制 度 の 普 及 に 伴 い ， 何 ら か の 精 神 欠 陥 (mental 
defective)のために学校での学習に遅れのある遅進児(backward child)や低
能児(subnormal child)の問題が生じてくる。1896 年のロードアイランド州
プロヴィデンスの公立学校を皮切りに，1916 年までに，全米 119 の都市に精
神 欠 陥 （ 精 神 薄 弱 ） 特 殊 学 級 （ 学 校 ） が 開 設 さ れ た (Fig. 4-1)(U.S. 
Commissioner of Education [1917] 679-682)。  
 
 
Fig. 4-1 全米における公立学校特殊学級の設置都市累積数の変化 
出典：U.S. Commissioner of Education [1917] 679-682. 




(U.S. Commissioner of Education [1917] 679-682)。ボストン市の計画では，
真の痴愚(imbecility)は精神薄弱者施設で処遇され，精神欠陥児1は特殊学級













告(Rogers [1910] 61-67)がなされ，ゴダード(Goddard, H. H.)のヴァインラ
ンド訓練学校の収容者 400 人に対する知能検査の実施研究の成果(Goddard 
[1910] 17-30) に 基 づ い て ， 新 た な 分 類 案 が 提 案 さ れ た 。 ゴ ダ ー ド は ，
Barr(1904)の分類を踏まえつつ(Goddard [1909/1910] 48-52)，ビネ式知能検
                                                  







3 これはバーの著書 Barr (1904a)からの抜粋の形で全米精神薄弱研究協会の

















                                                  






リス (1922)は，IQ による程度分類に従って，IQ60-69 を高度魯鈍→IQ70-79





Defferred(停留 )→ Borderline(境界線 )→ Backward(遅進 )→ Retarded(遅滞 )




Table 4-1 Barr による精神薄弱者の教育的分類(1904) 


































産業労働・手仕事(industrial and manual 
occupations)の訓練可能，いたずらっ子 
高度(high grade) 







































(正常児）   10   
魯鈍(morons) 
高度(high grade) 9








0～ 2 歳  中度(middle grade) 2
低度(low grade) 1










者 が ， 医 師 や 教 師 た ち に よ っ て 認 識 さ れ て い る 事 実 を 証 明 し て い る 」















Table 4-3 は，ニューヨーク市公立学校における 1921 年 2 月時点の学習上
生活上の問題を示すとされた児童生徒の調査結果を示したものである。ニュ
ーヨーク市公立学校の調査では，1 学年から 8 学年生で問題とされた 714 人
の内，3 学年以上の遅れがあることにより精神欠陥による遅進児とみなされ
た児童生徒は 145 人であった5。学校で問題になる子どものピークは 12 歳～
























年の関係を Table 4-7 に示した。全米各地の公立学校が，遅進児について同
様の状況に直面し，同様の対応を行っていたと考えられる6。 
Fig. 4-3 は，レンサム施設における男性新規入所者の入所時の年齢構成を，






特 に 女 性 の 入 所 者 増 が 最 近 の 施 設 の 傾 向 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る













1894 年 33.5%，1904 年 47.1%，1909 年 49.9%と着実に高くなっていった(中村・
米田 [1999a] 41)。  
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Table 4-3 ニューヨーク市公立学校における学習上生活上の問題を示すとされた児童生徒と学年の関係(1921 年 2 月時点) 
年齢＼学年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 合計 遅進児数
6歳       
7 歳 6 3 1 10   
8 歳 3 20 2 25   
9 歳   13 15 6 1 35   
10 歳 1 11 25 20 12 3 72 1
11 歳 1 1 18 18 37 15 1 91 2
12 歳   1 12 29 57 32 3 134 13
13 歳     5 18 54 50 23 3 153 23
14 歳     2 6 40 45 34 3 130 48
15 歳       4 21 32 3 3 63 57
16 歳         1       1 1
合計 11 49 80 101 223 177 64 9 714 145
遅進児数 2 2 19 28 62 32 0 0 145   
出典：New York City Board of Education [1922] 89-90 をもとに作成． 
註：学年と年齢との関係で２年までの遅れは個人差とされ，３学年以上の遅れが遅進児とされた。 
  太枠のカラムが学年と年齢の標準的関係，薄灰色のカラムが２年までの遅れ，黒色のカラムが３年以上の遅れを指す。 
  １学年～10 学年の内，１学年～８学年の統計が示されている。 
 
 
Table 4-4 ニューヨーク市公立学校における学習上生活上の問題を示すとされた児童生徒 815 人の学習の遅れ(1920-1921) 
遅滞年数 0.5 学年分 1 学年分 2 学年分 3 学年分 4 学年分 5 学年分 6 学年分 7 学年分 合計 
人数 73 156 263 202 89 18 13 1 815 





 Table 4-5 ニューヨーク市公立学校で問題とされた児童・生徒 815 人の集団式知能検査結果（1920-1921） 
知能指数 70 以下 70－79 80－89 90－109 110－121 合計 
人数 404 201 119 84 9 815 
割合(%) 50 25 14 10 1 100 
出典：New York City Board of Education [1922]をもとに作成. 
 
 
Table 4-6 集団式知能検査で IQ70 以下とされた児童・生徒の個別式知能検査の結果（1920-1921） 
知能指数 30-69 70-79 80-89 90-109 110 以上 合計 
人数 77 122 58 12 0 269 
出典：New York City Board of Education [1922]をもとに作成. 




Table 4-7 特殊学級退級児童・生徒数と退級理由（1920-1921） 
再検査総数 退級者総数 在学年齢超過 進級のため 低能のため除籍 その他 
1668 768 481 122 94 61 








Table 4-8 コネチカット州ストニントンタウン公立学校における学習上生活上の問題を示すとされた児童生徒と学年の関係(1920年 12月) 
年齢＼学年 幼稚園 1 2 3 4 5 6 7 8 合計 遅進児数 
3～4 7 7   
5 134 13 147   
6 43 86 29 1 159   
7 9 51 82 16 158   
8 1 26 64 66 13 170   
9   8 29 55 66 14 2 1 175   
10   1 12 32 41 54 31 2 1 174 1 
11   2 6 20 32 48 47 19 0 174 8 
12   1 2 11 19 29 41 49 12 164 14 
13       4 8 13 23 45 52 145 12 
14     2 1 3 14 17 17 34 88 20 
15         2 4 7 7 14 34 13 
16   1   1     1 1   4 4 
合計 194 189 226 207 184 176 169 141 113 1599 72 
遅進児数 0 5 10 17 13 18 8 1 0 72   
出典：Town of Stonington [1921] 9 をもとに作成. 
註：学年と年齢との関係で 2年までの遅れは個人差とされ，3学年以上の遅れが遅進児とされた。 
  太枠のカラムが学年と年齢の標準的関係，薄灰色のカラムが 2年までの遅れ，黒色のカラムが 3年以上の遅れを指す。 









出典：Wrentham State School AR(1914-1922)をもとに作成. 
 
  


















(人 )  
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(人 )  
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マサチューセッツの２つの州立施設は，1916 年から 1917 年にかけて，公立
学校当局からの要請を受けて，精神薄弱児の判定・選別・指導助言のための
出張クリニックを各都市に開設している（ Woodhill [1920] 94; Wrentham 





でも，毎週水曜日が，外来相談日として設定されていた（ Wrentham State 










月 一 回 常 設 の 都 市 が Haverhill, Worcester, Fall River, New 
Bedford の４都市，特別クリニック開設都市が Newton, Taunton, 










試験，全般的な情報，経済歴(economic history)，社会歴 (social 


























































レベル の 4 つに つ いての 情 報が記 録 され， 蓄 積され て いった の である。














30 5 幼稚園 
 
40 6 １学年 
 
45 7 ２学年 
 
50 8 ２，３学年 
 
60 9 ３，４学年 
 
65 10 ４，５学年 
 
70 11,12 ５，６学年 算数を除く 








出典：Potter [1923] 22 より転載． 
 
Name: Date:










7 50 7 Ⅱ
6 6 Ⅰ
5 5 Kinder-garden









School Grade for Present
Chronological Age






出典：Fernald [1922] 207 より転載． 
  
Name: Date:
Reading Arithmetic Spelling Writing Geography Language














































                                                  




は ， The New Jersey Home for the Education and Care of Feebleminded 













10であったが，1906 年までには 28 講義になり，講習後，希望者に試験が実施
                                                                                                                                                  






精 神 薄 弱 者 施 設 教 育 部 長 で 有 能 な 教 育 者 で あ っ た E.R. ジ ョ ン ス ト ン
(Johnstone, E. R. 1870-1945) を選定した。1898 年，ジョンストンはヴァ
インランド施設の副施設長(1900 年より施設長)に就任し,直ちに翌年からの
教育内容・方法の拡充を提案している(New Jersey Training School AR [1898] 
26-31; McCaffrey [1965] 137-172; Zenderland [1998] 60-61)。彼は精神薄
弱 児 の 教 育 は ， 学 業 相 当 の 活 動 (School Work Proper)と 手 工 訓 練 ， 体 育
(Physical Culture)，音楽の大きく４つの内容で構成されるべきであると考




ては，McCaffrey, K.R.(1965);Doll, E. E. (1988) を参照。 
9 20 世紀転換期の施設は，精神薄弱者脅威論にもとづく隔離収容保護施設で
あり，社会的スティグマの伴う対象に対する処遇の質を高め，職員の士気を









た（Training School [1906] No.33, Winter Lectures11）。この講習会では，
施設教員が，公立学校を見学し，遅進児問題に対する様々な問題の答えや，
施設で自らが行うべき仕事についての答えを見いだす機会も設けられていた







用できる事柄を教えることである」（New Jersey Training School AR [1903] 
1）であったし，職員講習の講義題目を見ても「なぜ，また，どのようにして，
精神薄弱児は施設と特殊学級で処遇されるべきなのか」や「実験室としての
精神薄弱児施設」が掲げられており(The Supplement to the Training School 





者免許状」（diploma for “ Institutional Efficiency”）を授与する権限を
                                                                                                                                                  
えと方法をヴァインランド施設に浸透させ，教育内容の充実・改善をはかる
ための改革の一環でもあったといえる。 















































修プログラムの開放を求めた(The Supplement to TS [1907] No1, 29, The 
Summer School)。ヴァインランド施設は，この要請に応えるべく 1903 年に，
受講資格を教師に限定した公立学校特殊学級担当教員向けの夏期講習を開始
















トのなかにゴダードも含まれていた（New Jersey Training School AR [1905] 
2）。さらに 1906 年には，施設に研究部門が開設され，ゴダードはこの年その
研究部長に就任し，ヴァインランド施設の所属となる（New Jersey Training 




内学級は「実験室としても機能する」(Training School [1905] No.14, School 
for Teachers)という表現が見られるようになる。さらに翌 1906 年には，施
設内学級が「実験学級」と称されるようになり，1907 年の案内では，心理学
実験室が完成し，この実験室における装置・器具等を使った子どもの適切な
理 解 が ， 夏 期 講 習 の 一 部 で あ る こ と が 明 記 さ れ て い る (Training School 













  １）講習の対象者および目的 
1903 年の講習開始から 1905 年までは，学習遅進児や精神薄弱児の教育に
従事しているまたは従事することを希望する教師に，対象を限定して講習が
実施された。受講資格は，①1 年以上の教職経験を有し，②最前勤務校の校
長 あ る い は 施 設 長 の 推 薦 状 の あ る 者 と 規 定 さ れ て い る (Training School 
[1904] No.2, A Summer School for Teachers)。しかし，「一般児童」にかか
わる教育関係者や幼稚園教育関係者からの受講希望も多く寄せられた。この
ような教育関係者の精神薄弱者問題への関心の高まりと講習への期待を受け
て，1906 年の講習では受講資格の制限が取り払われ(Training School [1906] 







試 験 が 課 さ れ る よ う に な っ た (New Jersey Training School [1909] 


























学 に 関 す る １ ， ２ の 講 義 ， の 6 セ ク シ ョ ン に 区 分 さ れ 提 示 さ れ て い る


















































する (Goddard, 1912)。また，彼は，1914 年には精神薄弱児に読み書き算を










Table 4-10 特殊学級教員夏期講習会の講義内容(1909) 
担当者 施 設 長 ジ ョ ン ス ト ン
(E.R.Johnstone) 
研究部長ゴダード 
(H. H. Goddard) 
教育部長ナッシュ 
(A. M. Nash) 
講義内容
 
精 神 欠 陥 (mental 
deficiency)概論 










































































が多いが，各自の所属が確認できたものは 10 名のみであった(Table 3)。  
しかしながら，たとえば，ニューヨーク州ロチェスターでは 1911 年には特
殊学級 19 学級が開設されていたが，このうちの 11 学級の担任および特殊教
育主事が，夏期講習の修了生であったという(Training School [1911] 8(7), 




1903 年～1908 年の受講修了者 57 名のうち，関連専門誌（JPA と UG，MH の
３誌）およびヴァインランド施設紀要（Training School）上に論文・手記等








していた。また，『公立学校における欠陥児教育』(Education of Defectives 
in the Public Schools)という本を 1918 年に出版し，専門誌 UG にその書評
が掲載されている。さらに，彼女は，1914 年に，ニュージャージー州のモン
トクレア州立師範学校で，精神欠陥児教育に関する 30 の講義を行っている


















Table 4-11 夏期講習修了者名簿(1903-1908) 
氏名 州 住所等 受講年 備考  氏名 州 住所等 受講年 備考 
Wilding, 
Gertrude 






1906   
Devitt,  
Saidee C. 
















1906   
Doriss,  
Anna 






























1907   
Evans,  L. 
B. 











































1908   
Berault,  
Ameline 






1908   
Morris,  
Kathryn 







































NJ Vineland 1904   
Kernan,  
Mary P. 
NY Utica 1905   
Flowers,  
Bertha※ 





Pa. Lancaster 1903   
Martz,  
Agnes 
NJ Vineland 1907   
Drachbar,  
Rhea Ruloff














1906   
Burns,  
U.E.W. 
NY Brooklyn 1904   
Gingell, 
Florence※
Pa. Wayne 1908   
Dodd,  
Marian 














NY Brooklyn 1905   
Ferris,  
Guthrie I.
Md. Baltimore 1903   
Nicol,  
Lucille 




Md. Baltimore 1908   
Carpenter, 
Eliza B.※ 




Md. Baltimore 1908   
186 
 
Shaw,  Jane 
F.※ 
NY Brooklyn 1907   
Matthews, 
Mabel A.※

















1908   
Cook,  
Susan B. 






1903   
Carr,  
G.O. 






1905   
Slarrow,  
Mary G. 






1905        
 







Table 4. ヴァインランド施設紀要・専門雑誌にみる修了生の論文・手記 






The Improvement of Basil. 
TS8, 146, 1911/12. 
 
The Story of Annabel. 
TS10, 33, 1913/14. 
Models for Manual 
Training. TS10, 125, 
1913/14. 
Models for Manual 
Training. TS11, 8, 
1914/15. 
Models for Manual Training 








 Class Management A Few Practical 
Devices. UG, 1(8), 177-178, 
1916; 
 A Report of a Survey of the 
Children in the Ungraded Classes 
in the Borough of the Bronx. UG, 







School Garden Harvest. TS 
5(7), 10, 1908/09. 
 
Our Vegetable Garden. TS 
12, 228, 1910/11. 
Carpenter
, Eliza B. 
 













 Hand-Work: What My Community 
Gives Me Free of Charge. UG, 














Newark, New Jarsy 
(Commissioner of 
Education,1917);  










A Drop in the 
Buckt.TS16,86,1919/20 
※ 著 書 有 り ・ 書 評 掲 載 UG, 
4(2),47, 1918:Education of 
Defectives in the Public 
Schools. World Book Co., 
Yonkers, N. Y. 
An Investigation of all 
Pupils of a Defective 
School in regards to their 
Stability of 
Instability.TS21,16,19 
Education and Training of Older 
Dull Pupils. JPA, 36, 100-109, 
1930/31. 
Correlation of the Special 
Class with the Community. 
TS22, 81, 1925. 
 
Essential Characteristics 
of the Type of Education 
Best Adapted to the Needs 


















A normal Backward Child in 






Impressions of a Summer 
School Student, TS 
5(8),16, 1908/09 
 
Another Experience with 












 One Hundred Institutionally 
Trained Male Defectives in the 
Community Under Supervision MH, 
6 332-342, 1922.   
Connecticut's Progress in the 
Care of the 
Feebleminded.JPA32,75,1926/27.
Mansfield's Waiting Lists: 
Active and Closed. JPA, 37, 
223-228, 1931/32. 
註：表中の雑誌名の略記は次の通り。JPA：Journal of Psycho-Asthenics, MH: Mental Hygiene, 
TS: Training School, UG：Ungraded．  
各雑誌の検索対象期間はつぎの通り。JPA 1904–1933，MH 1917-1934，TS 1904-1934, UG 
1915-1926. 
  なお，この表中に示された文献については，巻末文献一覧では省略した。 







1906 年にニューヨーク大学(New York University)の教育学部で欠陥児の教
育に関するコースが設けられたことを，ヴァインランド施設の主張が理解さ
れ実現されたことは喜ばしいことであると賞賛している(TS [1906] No.33, 
University Training)。 1911 年には，ゴダードがニューヨーク大学で精神薄




ニューヨーク大学，ペンシルベニア大学(the University of Pennsylvania)，
コロラド州立師範大学(State Teachers’  College of Colorado)，ワシント
ン大学(University of Washington)，ピッツバーグ大学(University of Pitts 
burg) ， コ ロ ン ビ ア 大 学 師 範 学 部  (Teachers ’  College of Columbia 
University)， ミ ネ ソ タ 精 神 薄 弱 者 施 設 て ん か ん コ ロ ニ ー (the Minnesota 
School for Feeble-Minded and Colony for Epileptics)，ニューヨーク州立
ローム精神薄弱者施設(the Rome State Custodial Asylum)，ヴァインランド
施 設 の ９ ヵ 所 の 大 学 や 精 神 薄 弱 者 施 設 で 同 様 の 講 習 が 実 施 さ れ て い た
(Training School [1914] 11(1), Summer Schools for Teachers of Special 











State Normal School)で 1916 年から開設された特殊学級教員養成コースでは，
夏期講習修了生のオーティス(Otis, Flora E.)とフィッチ(Fitch, Adelaide)
の 2 名が，それぞれ学科主任と補佐として教授陣の中心として活躍していた。
この 2 名は，師範学校長リグス(Riggs, James)によって当時の標準によって
















れるようになり，実態報告や追跡調査研究が出される (Bernstein, 1917 ; 




































公立施設 23/30，私立施設 14/18 で一定の形式の感覚訓練が行われていた









が行われていた(Anderson [1921] 97)。  
実施されていた施設における生徒の学習時間の総量の平均は，１日に１時
間から３時間であった。なお，Wyoming State School for Defectives at Lander











系列に関して，特別な訓練が与えられる。」(Anderson [1921] 97) 




立施設 12/18 が音楽に関する体系的訓練方法を有していた。公私 21 施設が生
徒によるバンドやオーケストラを保有していた。また，音楽を実施している
すべての施設関係者が，音楽は精神薄弱児の幸福の重要な要素であるばかり





















































































































































































第 2 節 残された課題 
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